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令和４年度事業報告概要 

 

建築士法に規定された法定団体として、自律的監督体制の確立に向け、単位会及び関係団体と連携を図り、以

下の各種事業に取り組んだ。 

(1) 岐阜会が６月７日に再入会した。総会決議により入会金及び今年度の会費は免除した。 

(2) ９月に本会が創立６０周年を迎えるにあたり、シンポジウム、記念式典及び記念誌発行等、創立６０周年記

念事業を実施した。 

(3) 単位会組織強化支援事業に、コロナ禍等による前年度からの延期事業９件を含む７４件（３８単位会）の申

請があり、審査の結果、６３件（３６単位会）の事業を採択した。 

(4) 開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会のテキストを５年ぶりに改訂し、３９単位会で実施、

３,３２９名が受講した。 

(5) 法定講習である管理建築士講習及び建築士定期講習の受講者数は、それぞれ４７１名、６,８１４名であった。 

(6) 構成員の活動をまとめた「景観・まちづくり活動事例集 ―持続可能なまちづくり―」を刊行し、ホームペー

ジでも公開した。 

(7) マンション修繕設計・監理等業務委託契約書類を発行した。 

(8) ＢＩＭ設計コンペを実施した。さらに、国土交通省の補助事業である建築ＢＩＭ加速化事業へ応募し、２事

業が採択された。 

(9) 既存住宅状況調査技術者講習の新規講習については１５単位会で実施し、１７０名が受講、更新講習につい

ては１３単位会で実施し、受講者は８８名であった。オンライン講習の受講者は、新規２３８名及び更新９６

名であった。 

(10)公共発注機関等に対する共同要望運動の実施に当たり、例年の４項目の骨子に、働き方改革への対応につい

て追記する等文面を見直し、要望書及び説明用資料を単位会に提供した。 

(11)日事連建築賞に、単位会での第１次審査を経て、リノベーション等を含め５１点の応募がなされ、審査の結

果１９点の受賞作品及び受賞者を決定し、熊本大会式典で表彰した。 

  なお、今年度は創立６０周年を迎えることから、国土交通大臣賞・日事連会長賞に続く第３の賞として６０

周年記念賞を設けた。 

(12)法定団体として実施している苦情の解決業務を行う上で参考になるよう、単位会より提出された実施状況報

告書（個別レポート）を基に事例集を作成し、単位会へ提供した。 

(13)３年ぶりの建築士事務所全国大会を、熊本市で開催した。大会式典前日には、青年話創会も開催した。 

(14)適合証明技術者の更新・新規登録講習を実施し、適合証明技術者登録数は２,６１３名となった。 


